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新年のご挨拶
院長　奥平　信義
Introduction of the doctor
泌尿器科　部長　井上　洋二
「前立腺肥大症の最先端治療」
お知らせ・ご案内

おく  ひら のぶ  よし

いの  うえ よう　じ

マツダ病院は温かい思いやりの心で最新・最良の医療を提供し
社会に貢献します

１. 患者さんの立場になって、心のこもった医療を提供します
２. 医療の安全を徹底し、信頼される病院を目指します
３. 地域の中核病院として、近隣医療機関との連携を図り、
　　地域医療の向上に努めます
４. 最新・最良の医療を提供するため、常に研鑚に励みます
５. 自主・自律（立）の精神のもと、一人ひとりが生き生きとした、
　　働きがいのある病院を目指します
６. 医療資源の活用を図り、健全な経営の確保に努めます

マツダ病院理念

基本方針
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おく ひら　　のぶ  よし

院長　奥平　信義

マツダ株式会社　マツダ病院

謹賀

新年のご挨拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ツ
ダ
病

院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
も
昨
年
の
９
月
に
全
て

の
工
事
が
終
了
し
、
50
年
の
歴
史
を
支
え
て
き

た
病
院
は
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
マ
ツ
ダ
病
院
は
地
域
の
基
幹
病
院

と
し
て
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目

指
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
午
年
は
十
二
支
の

中
間
に
位
置
し
、
前
半
（
午
前
）
が
終
わ
り
後

半
（
午
後
）
の
始
ま
る
位
置
に
あ
り
、
そ
の
交

差
点
を
正
午
と
言
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
を
一
区
切
り
と
す
る
と
、
マ
ツ
ダ

病
院
は
今
ち
ょ
う
ど
半
分
の
折
り
返
し
点
（
正

午
）
に
あ
り
ま
す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

る
今
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
幸
に
も
マ
ツ
ダ
病
院
に
は
先
人
た
ち
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
と
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
疾
患
、
こ
の
領
域
で
あ
れ
ば
マ
ツ

ダ
病
院
で
診
て
も
ら
い
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
ブ
ラ
ン
ド
、
す
な
わ
ち
、
独
自
の
価
値
と
存

在
感
で
他
病
院
か
ら
際
立
つ
ブ
ラ
ン
ド
力
で

す
。

　

今
ま
で
通
り
マ
ツ
ダ
病
院
の
「
病
院
理
念
」

と
「
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
門

が
マ
ツ
ダ
病
院
の
進
む
べ
き
姿
を
共
有
し
、
患

者
さ
ん
を
中
心
に
し
て
、
部
門
の
壁
を
越
え
た

チ
ー
ム
医
療
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
後
半
50
年
を
、「
い
つ

ま
で
も
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
病

院
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
、「O

ne 　

M
azda

」

の
マ
イ
ン
ド
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

今
年
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に

満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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害
剤
（
前
立
腺
を
縮
小
さ
せ
る
）、
植
物
製
剤
、
抗
コ
リ
ン
剤
な
ど

で
す
。
基
本
的
に
、
継
続
し
て
内
服
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
で
効
果
が
不
十
分
な
場
合
、
薬
物
治
療
が
長
期
に
わ
た

る
場
合
、
重
篤
な
合
併
症(

血
尿
や
細
菌
感
染
を
く
り
返
す
、
腎
機

能
障
害
、
尿
閉
な
ど)

が
発
生
し
た
場
合
に
は
手
術
療
法
が
選
択
さ

れ
ま
す
。

　

経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術(TU

R
-P)

と
開
腹
手
術
が
主
流
で
し

た
。
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術(TU

R
-P)

と
は
、
内
視
鏡
と
電
気

メ
ス
を
使
用
す
る
手
術
法
で
す
。
内
視
鏡
を
尿
道
か
ら
前
立
腺
に
挿

入
し
先
端
の
電
気
メ
ス
で
肥
大
し
た
腺
腫(

内
腺)

を
少
し
ず
つ
削

り
、
そ
の
切
片
を
回
収
し
て
手
術
を
終
わ
り
ま
す
。
肥
大
が
大
き
く

な
り
す
ぎ
て
「TU

R
-P

で
の
治
療
は
困
難
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
開
腹
手
術
が
選
択
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
開
腹
手
術
で
は
、
下
腹

部
を
メ
ス
で
切
開
し
肥
大
し
た
腺
腫
を
膀
胱
側
か
ら
く
り
抜
い
て
摘

出
し
ま
す
。

　

当
科
で
は
、
昨
年
10
月
に
前
立
腺
の
最
先
端
手
術

装
置
で
あ
る
ホ
ル
ミ
ウ
ム
ヤ
グ
レ
ー
ザ
ー
装
置
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
広
島
県
で
尾
道
市
民
病
院
に

次
い
で
２
番
目
の
導
入
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の

装
置
を
用
い
た
低
侵
襲
治
療
の
前
立
腺
手
術

(H
oLEP

:

ホ
ー
レ
ッ
プ)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

前
立
腺
は
膀
胱
の
す
ぐ
下
に
存
在
し
、
尿
道
の
周

り
を
取
り
囲
ん
で
い
る
栗
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
の
臓

器
で
、
精
液
の
成
分
で
あ
る
前
立
腺
液
を
分
泌
し
て

い
ま
す
。

　

前
立
腺
肥
大
症
は
内
腺
と
呼
ば
れ
る
内
側
の
尿
道

に
近
い
部
分
が
肥
大
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
部
尿

路
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。（
図
１
）

　

詳
し
い
原
因
は
未
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

50
歳
を
越
え
る
と
徐
々
に
増
え
、
60
歳
台
で
は
５
割

以
上
、
70
歳
台
で
は
約
７
割
で
罹
患
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
尿
回
数
の
増
加
、
夜
間
に
排
尿
の

た
め
に
目
が
覚
め
る
、
勢
い
が
な
い
、
排
尿
に
時
間

が
か
か
る
、
き
れ
が
悪
い
、
残
尿
感
が
あ
る
、
我
慢

が
で
き
な
い
、
も
ら
し
て
し
ま
う
、
な
ど
で
す
。
さ

ら
に
進
行
す
る
と
、
尿
が
出
な
い
（
尿
閉
）、
血
尿
、

結
石
、
細
菌
感
染
や
腎
機
能
障
害
を
き
た
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

症
状
の
軽
い
初
期
段
階
に
は
、
主
に
薬
物
療
法
が

行
わ
れ
ま
す
。
使
用
さ
れ
る
薬
剤
は
、α
１
ブ
ロ
ッ

カ
ー
（
尿
道
の
圧
迫
を
緩
め
る
）、
５
α
還
元
酵
素
阻

いの  うえ　　よう  じ

泌尿器科　部長　井上　洋二

１
．
前
立
腺
の
位
置
・
機
能

２
．
前
立
腺
肥
大
症
と
は
？

３
．
前
立
腺
肥
大
症
の
治
療
に
つ
い
て

４
．
こ
れ
ま
で
の
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術

Introduction 
of the doctor
Introduction 
of the doctor

前立腺肥大症の
最先端治療
～HoLEP
　　（ホーレップ）

前立腺肥大症の
最先端治療
～HoLEP
　　（ホーレップ）

図１　正常前立腺と肥大した前立腺

正常 機械的閉塞

肥大した
前立腺

前立腺
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